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（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。 

     ２．売上高には、消費税等は含んでおりません。 

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ 

    ん。 

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第47期

第３四半期連結
累計期間 

第48期
第３四半期連結

累計期間 

第47期
第３四半期連結

会計期間 

第48期 
第３四半期連結 

会計期間 
第47期

会計期間 

自平成20年
４月１日 

至平成20年 
12月31日 

自平成21年
４月１日 

至平成21年 
12月31日 

自平成20年
10月１日 

至平成20年 
12月31日 

自平成21年 
10月１日 

至平成21年 
12月31日 

自平成20年
４月１日 

至平成21年 
３月31日 

売上高（百万円）  100,732  97,481  36,282  34,478  128,244

経常利益（百万円）  8,041  10,669  4,105  4,542  9,298

四半期（当期）純利益（百万円）  4,829  6,239  2,504  2,759  5,302

純資産額（百万円） － －  53,865  58,857  54,248

総資産額（百万円） － －  136,147  147,574  138,791

１株当たり純資産額（円） － －  2,576.05  2,814.90  2,594.40

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円） 
 230.55  298.77  119.91  132.12  253.29

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円） 
 －  －  －  －  －

自己資本比率（％） － －  39.5  39.8  39.0

営業活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 2,257  8,650 － －  14,568

投資活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 △5,776  △7,667 － －  △5,725

財務活動による 

キャッシュ・フロー（百万円） 
 7,765  △4,524 － －  △960

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円） 
－ －  12,471  12,566  16,108

従業員数（人） － －  2,762  2,969  2,890
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当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。 

(1）連結会社の状況 

 （注）１ 従業員数は就業人員であります。 

２ 従業員数欄の（ ）は、準社員（給与体系が時間給支給であっても就業時間が社員と同一の者）を内数で記

載しております。 

(2）提出会社の状況 

 （注）１ 従業員数は就業人員であります。 

２ 従業員数欄の（ ）は、準社員（給与体系が時間給支給であっても就業時間が社員と同一の者）を内数で記

載しております。 

２【事業の内容】

３【関係会社の状況】

４【従業員の状況】

  平成21年12月31日現在

従業員数（人） 2,969  (413)

  平成21年12月31日現在

従業員数（人） 671  (1)
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（1）生産実績 

 製品別生産実績 

（注）１ 生産高は、主として生産数量に見積り製造原価（単価）を乗じて算定しておりますが、その他製品の一部に 

     ついては、販売価格によっております。 

２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

製品・商品仕入実績  

（注） 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

（2）受注実績 

  当社グループは、主として需要見込みによる生産方式をとっているため、受注状況については特記すべき事項

はありません。 

第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

事業の種類別セグメントの名称 
当第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

前年同四半期比（％）

製品            

 トレー容器（百万円）  3,685  87.9

 弁当容器（百万円）  9,179  91.0

 その他製品（百万円）  602  99.0

合計（百万円）  13,467  90.4

品目 
当第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

前年同四半期比（％）

製品     

トレー容器（百万円）  567  61.9

弁当容器（百万円）  3,158  103.0

その他製品（百万円）  50  88.0

小計（百万円）  3,776  93.5

商品     

包装資材（百万円）  4,586  93.9

その他商品（百万円）  2,869  97.9

小計（百万円）  7,455  95.4

合計（百万円）  11,232  94.7
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（3）販売実績 

  （注）１ 総販売実績に対し10％以上に該当する販売先はありません。 

 ２ 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

品目 
当第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

前年同四半期比（％）

製品     

トレー容器（百万円）  7,506  91.5

弁当容器（百万円）  19,088  96.2

その他製品（百万円）  436  85.1

小計（百万円）  27,031  94.7

商品     

包装資材（百万円）  4,569  92.1

その他商品（百万円）  2,877  103.9

小計（百万円）  7,446  96.4

合計（百万円）  34,478  95.0
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 当第３四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

  

  

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。 

  

（１）業績の状況  

 当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、企業の在庫調整の進展などから、一部で持ち直しの動きが見

られるものの、雇用情勢の悪化や家計収入の減少、デフレの進行など、依然として厳しい状態で推移しました。 

当業界の販売先である食品小売業界におきましては、消費の冷え込みに伴う外食から中食・内食へのシフトの動

きによるプラス要因が見られたものの、販売個数の減少、販売単価の下落などにより、全体としては非常に厳しい

状態が続いております。一方、原材料価格は当第２四半期より値上がりし、原材料コストの上昇が利益圧迫要因と

なっております。 

このような状況の中、当社グループにおきましては、コスト改善が進んだことに加え販売数量の増加により、過

去最高益となりました。 

販売面におきましては、製品販売数量は、汎用製品及び軽量化製品の拡販により前年同四半期連結会計期間比

103.5％増加したものの、製品売上高は、原材料価格の値下がりに伴い製品価格の値下げを実施したことにより前年

同四半期連結会計期間比で微減しました。一方、商品売上高は、不採算取引の見直しが進んだため、前年同四半期

連結会計期間を下回りました。この結果、売上高は344億78百万円、前年同四半期連結会計期間比18億3百万円の減

収となりました。 

利益面におきましては、前第４四半期より値下がりした原材料価格は、当第２四半期より再度値上がりに転じて

おります。当第３四半期連結会計期間の原材料コストの増減による利益への影響は、前年同四半期連結会計期間比

17億円の改善となり、これに対しては製品価格の値下げを実施しております。他方、製品販売数量の増加及び製品

の軽量化・素材切替が進んだこと、更には生産及び物流を始めとしたグループ全体でのコスト改善への取組みが順

調に推移したことなどによる利益改善は11億50百万円となり、経費の増加2億7百万円を吸収し、当第３四半期連結

会計期間の経常利益は45億42百万円、前年同四半期連結会計期間比4億36百万円の増益となりました。 

   

（２）キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前年同四半期末に比べ95

百万円増加し、125億66百万円となりました。 

 なお、前年度末に比べ35億41百万円の減少となっております。  

 当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により獲得した資金は、28億33百万円（前年同期は29億13百万円の支出）となりました。 

 これは主に、税金等調整前四半期純利益46億27百万円と減価償却費21億52百万円及び売上債権67億14百万円の増

加、仕入債務34億円の増加などによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により支出した資金は、配送センター及び工場の生産設備等有形固定資産の取得による支出14億57百万円

と長期貸付けによる支出10億53百万円などにより、20億39百万円（前年同期は７億59百万円の支出）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により獲得した資金は、借入金等の純増加21億37百万円、リース債務の返済による支出８億17百万円及び

配当金の支払額10億円などにより、３億18百万円（前年同期は62億43百万円の資金獲得）となりました。 

２【事業等のリスク】

３【経営上の重要な契約等】

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

2010/02/13 22:32:3909616068_第３四半期報告書_20100213223206

- 5 -



  

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題 

 当第３四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に、重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。 

  

（４）研究開発活動 

 当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億71百万円であります。 

 なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。 

  

（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

 今後の見通しにつきましては、原料価格動向に加え、金融危機の影響などにより、景気の先行きが不透明な状況

が続くと予想されます。 

 当社グループにおきましては、このような厳しい局面を乗り切るために、徹底した社内合理化を更に推し進め、

原材料価格の動向はもとより需給環境の変化をも見定め、購買面からも原材料コストの削減に努めてまいります。
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(1）主要な設備の状況 

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。 

(2）設備の新設、除却等の計画 

 当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設、除却

等について、重要な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計

画はありません。 

第３【設備の状況】
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①【株式の総数】 

  

②【発行済株式】 

 該当事項はありません。 

 該当事項はありません。 

第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

種類 発行可能株式総数（株） 

普通株式  60,000,000

計  60,000,000

種類 
第３四半期会計期間末現在発行数 

(株) 
（平成21年12月31日） 

提出日現在発行数（株）
（平成22年２月12日） 

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名 

内容

普通株式  22,142,106  22,142,106

東京証券取引所 

大阪証券取引所 

（各市場第一部） 

単元株式数100株

計  22,142,106  22,142,106 － － 

（２）【新株予約権等の状況】

（３）【ライツプランの内容】

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日 
発行済株式総
数増減数 

（株） 

発行済株式総
数残高 (株) 

資本金増減額
（百万円） 

資本金残高
（百万円） 

資本準備金増
減額 
 （百万円） 

資本準備金残
高（百万円） 

平成21年10月１日～ 

平成21年12月31日 
－  22,142,106 －  13,150 －  15,487
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 平成21年12月31日現在の株主名簿による大株主の状況は、以下のとおりであります。 

  

  

（５）【大株主の状況】

  平成21年12月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数 
（千株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

株式会社小松安弘興産 東京都港区南麻布５丁目６番48号  6,041  27.29

株式会社エフピコ 広島県福山市曙町１丁目12番15号  1,257  5.68

日本トラスティ・サービス 

信託銀行株式会社（信託口） 
東京都中央区晴海１丁目８番11号   919  4.15

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（信託口）  
東京都港区浜松町２丁目11番３号   857  3.87

積水化成品工業株式会社 大阪市北区西天満２丁目４番４号  716  3.24

エフピコ共栄会 広島県福山市曙町１丁目12番15号  458  2.07

日本マスタートラスト信託銀行

株式会社（退職給付信託積水化

成品工業口） 

東京都港区浜松町２丁目11番３号  450  2.03

株式会社西日本シティ銀行 福岡市博多区博多駅前３丁目１番１号   440  1.99

日本トラスティ・サービス信託

銀行株式会社（りそな銀行再信

託分・株式会社もみじ銀行退職

給付信託口） 

東京都中央区晴海１丁目８番11号  381  1.72

小松 安弘  広島県福山市  374  1.69

計 －  11,896  53.73
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①【発行済株式】 

（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株含まれており、「議決権の

数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれております。 

②【自己株式等】 

（注）上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が100株（議決権の数

１個）あります。 

なお、当該株式数は上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄に含めております。 

（６）【議決権の状況】

  平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － － 

議決権制限株式（自己株式等） － － － 

議決権制限株式（その他） － － － 

完全議決権株式（自己株式等） 

（自己株式） 

普通株式  1,257,800

  

－ 

  

－ 

（相互保有株式） 

普通株式   16,700 

  

－ 

  

－ 

完全議決権株式（その他） 普通株式 20,848,800 208,488  － 

単元未満株式 普通株式    18,806  － 
１単元（100株）未

満の株式 

発行済株式総数 22,142,106  － － 

総株主の議決権 － 208,488  － 

  平成21年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称 

所有者の住所 
自己名義所有
株式数（株） 

他人名義所有
株式数（株） 

所有株式数の
合計（株） 

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％） 

（自己保有株式）           

株式会社エフピコ 
広島県福山市曙町一丁目

12番15号 
 1,257,800 －   1,257,800  5.68

（相互保有株式）           

株式会社石田商店 
広島市西区商工センター

五丁目５番２号 
 16,700 －   16,700  0.08

計 －  1,274,500 －   1,274,500  5.76
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【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】 

（注） 最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第一部におけるものであります。 

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。 

２【株価の推移】

月別 
平成21年 
４月 

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円）  4,250  4,670  4,520  4,380  4,690  4,660  4,690  4,600  4,520

最低（円）  3,400  3,330  4,210  3,950  4,230  4,370  4,310  4,060  3,780

３【役員の状況】
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１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。 

 なお、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期

間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期

連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日

から平成21年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日か

ら平成20年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間

（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年

12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表については有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けてお

ります。 

 なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人トーマ

ツとなっております。 

第５【経理の状況】
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１【四半期連結財務諸表】 
（１）【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 12,566 16,108

受取手形及び売掛金 ※5  35,823 25,860

販売用不動産 40 51

商品及び製品 10,151 10,912

仕掛品 39 21

原材料及び貯蔵品 1,171 1,313

その他 4,496 4,334

貸倒引当金 △108 △85

流動資産合計 64,180 58,516

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※1  29,349 ※1  29,603

機械装置及び運搬具（純額） ※1,2 5,345 ※1,2 5,183

土地 24,010 22,865

リース資産（純額） ※1  11,205 ※1  12,255

その他（純額） ※1  4,887 ※1  3,435

有形固定資産合計 74,798 73,344

無形固定資産 ※3  1,329 ※3  1,284

投資その他の資産 ※4  7,266 ※4  5,646

固定資産合計 83,394 80,275

資産合計 147,574 138,791
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 17,578 13,744

短期借入金 18,734 30,484

コマーシャル・ペーパー 10,000 －

未払法人税等 2,960 2,814

賞与引当金 710 1,277

役員賞与引当金 57 73

その他 11,462 10,058

流動負債合計 61,504 58,453

固定負債   

長期借入金 15,940 14,303

退職給付引当金 1,462 1,371

役員退職慰労引当金 935 704

負ののれん 26 104

その他 8,848 9,605

固定負債合計 27,212 26,090

負債合計 88,717 84,543

純資産の部   

株主資本   

資本金 13,150 13,150

資本剰余金 15,497 15,487

利益剰余金 33,551 29,254

自己株式 △3,904 △3,902

株主資本合計 58,295 53,990

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 492 192

評価・換算差額等合計 492 192

少数株主持分 70 64

純資産合計 58,857 54,248

負債純資産合計 147,574 138,791
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（２）【四半期連結損益計算書】 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

売上高 ※1  100,732 97,481

売上原価 73,438 66,731

売上総利益 27,293 30,749

販売費及び一般管理費 ※2  19,540 ※2  20,336

営業利益 7,752 10,413

営業外収益   

受取利息 86 39

受取配当金 63 70

補助金収入 206 334

負ののれん償却額 78 78

その他 264 252

営業外収益合計 699 775

営業外費用   

支払利息 287 464

コマーシャル・ペーパー利息 51 8

その他 71 46

営業外費用合計 410 519

経常利益 8,041 10,669

特別利益   

固定資産売却益 5 9

貸倒引当金戻入額 49 －

賞与引当金戻入額 － 35

受取保険金 54 13

その他 1 0

特別利益合計 110 58

特別損失   

固定資産除売却損 71 121

投資有価証券評価損 51 8

関係会社株式評価損 44 －

減損損失 － 74

災害による損失 44 3

その他 10 0

特別損失合計 223 209

税金等調整前四半期純利益 7,929 10,518

法人税、住民税及び事業税 3,049 4,864

法人税等調整額 40 △598

法人税等合計 3,089 4,265

少数株主利益 9 13

四半期純利益 4,829 6,239
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【第３四半期連結会計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 

 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 

 至 平成21年12月31日) 

売上高 36,282 34,478

売上原価 25,577 23,226

売上総利益 10,705 11,252

販売費及び一般管理費 ※  6,692 ※  6,800

営業利益 4,013 4,451

営業外収益   

受取利息 31 10

受取配当金 25 26

補助金収入 81 103

負ののれん償却額 26 26

その他 78 83

営業外収益合計 242 251

営業外費用   

支払利息 115 138

コマーシャル・ペーパー利息 12 8

その他 22 14

営業外費用合計 149 161

経常利益 4,105 4,542

特別利益   

固定資産売却益 0 9

貸倒引当金戻入額 65 －

賞与引当金戻入額 － 117

受取保険金 52 1

その他 1 －

特別利益合計 119 127

特別損失   

固定資産除売却損 4 12

投資有価証券評価損 47 8

減損損失 － 21

災害による損失 43 －

その他 1 0

特別損失合計 96 42

税金等調整前四半期純利益 4,128 4,627

法人税、住民税及び事業税 1,590 1,959

法人税等調整額 27 △99

法人税等合計 1,618 1,860

少数株主利益 6 7

四半期純利益 2,504 2,759
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 

 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 7,929 10,518

減価償却費 3,505 6,227

減損損失 － 74

賞与引当金の増減額（△は減少） △496 △583

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △31 △16

貸倒引当金の増減額（△は減少） △39 46

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 13 230

退職給付引当金の増減額（△は減少） 90 91

投資有価証券評価損益（△は益） 51 8

関係会社株式評価損 44 －

固定資産除売却損益（△は益） 65 111

受取利息及び受取配当金 △150 △109

支払利息 339 472

受取保険金 △54 △13

災害損失 44 3

売上債権の増減額（△は増加） △12,878 △9,889

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,855 896

未収入金の増減額（△は増加） 522 109

仕入債務の増減額（△は減少） 1,828 3,806

その他 1,700 1,705

小計 4,340 13,691

利息及び配当金の受取額 150 109

利息の支払額 △326 △451

保険金の受取額 54 13

災害損失の支払額 △9 △3

法人税等の支払額 △1,952 △4,709

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,257 8,650

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △5,850 △6,637

無形固定資産の取得による支出 △516 △416

投資有価証券の取得による支出 △103 △361

短期貸付金の増減額（△は増加） △170 △6

長期貸付けによる支出 △493 △1,447

長期貸付金の回収による収入 1,362 753

その他 △4 448

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,776 △7,667
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 13,800 △10,200

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） △10,000 10,000

長期借入れによる収入 13,300 8,165

長期借入金の返済による支出 △7,314 △8,077

自己株式の取得による支出 △734 △2

リース債務の返済による支出 － △2,534

配当金の支払額 △1,282 △1,898

少数株主への配当金の支払額 △2 △3

その他 0 26

財務活動によるキャッシュ・フロー 7,765 △4,524

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,246 △3,541

現金及び現金同等物の期首残高 8,225 16,108

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※  12,471 ※  12,566

2010/02/13 22:32:3909616068_第３四半期報告書_20100213223206

- 18 -



  

  

  

  

  

 該当事項はありません。 

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

  
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

連結の範囲に関する事項の変更 （１）連結の範囲の変更  

  第２四半期連結会計期間より、株式会社エフピコ北海道は全株式を取

得したため、株式会社茨城ピジョンリサイクルは新たに設立したため、

連結の範囲に含めております。また、第３四半期連結会計期間より、エ

フピコ日本パール株式会社は新たに設立したため、連結の範囲に含めて

おります。 

（２）変更後の連結子会社の数 

   31社  

【表示方法の変更】

当第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

（四半期連結貸借対照表） 

 「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月7日 内閣府

令第50号）が適用となることに伴い、前第３四半期連結会計期間において、「販売用不動産」「商品」「製品」

「半製品」「原材料」「仕掛品」「貯蔵品」として掲記されていたものは、当第３四半期連結会計期間より「販売

用不動産」「商品及び製品」「仕掛品」「原材料及び貯蔵品」に区分掲記しております。 

  なお、当第３四半期連結会計期間の「商品」「製品」「半製品」「原材料」「貯蔵品」はそれぞれ688百万円、

9,116百万円、346百万円、715百万円、455百万円であります。  

【簡便な会計処理】

  
  
  

当第３四半期連結累計期間  
（自 平成21年４月１日  
 至 平成21年12月31日） 

たな卸資産の評価方法  たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものに

ついてのみ正味売却価額を見積もり、簿価切下げを行う方法によってお

ります。   

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末 
（平成21年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、61,199百万円で

あります。 

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、56,758百万円で

あります。 

※２ 国庫補助金の受入れにより、機械装置及び運搬具の

取得価額より控除した固定資産の圧縮記帳累計額は、

334百万円であります。 

※２ 国庫補助金の受入れにより、機械装置及び運搬具の

取得価額より控除した固定資産の圧縮記帳累計額は、

170百万円であります。 

※３ 無形固定資産には、のれんが347百万円含まれてお

ります。 

※３ 無形固定資産には、のれんが242百万円含まれてお

ります。 

※４ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

は、次のとおりであります。 

※４ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

は、次のとおりであります。 

投資その他の資産 百万円107 投資その他の資産 百万円84

※５  四半期連結会計期間末日満期手形 

  四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につい

ては、手形交換日をもって決済処理しております。 

  なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の

休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形が、当第３四半期連結会計期間末残高に含まれて

おります。 

５                     ― 

受取手形 百万円2,309   
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（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

※１  売上高には、販売用美術骨董品の売上が1,333百万

円（売上総利益410百万円）含まれております。 

  上記は、関連当事者（小松安弘）との取引でありま

す。 

１                     ― 

※２  販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。 

※２  販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。 

運搬及び保管費 百万円7,472

従業員給与  3,000

役員賞与引当金繰入額  40

賞与引当金繰入額  251

退職給付費用  153

役員退職慰労引当金繰入額  38

運搬及び保管費 百万円6,905

従業員給与  3,132

役員賞与引当金繰入額  57

賞与引当金繰入額  312

退職給付費用  167

役員退職慰労引当金繰入額  251

貸倒引当金繰入額  45

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

※  販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。 

※  販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金額

は、次のとおりであります。 

  

運搬及び保管費 百万円2,625

従業員給与  999

役員賞与引当金繰入額  13

賞与引当金繰入額  251

退職給付費用  52

役員退職慰労引当金繰入額  13

運搬及び保管費 百万円2,399

従業員給与  1,037

役員賞与引当金繰入額  19

賞与引当金繰入額  312

退職給付費用  67

役員退職慰労引当金繰入額  18

貸倒引当金繰入額  25
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当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至

平成21年12月31日） 

１．発行済株式の種類及び総数 

  

２．自己株式の種類及び株式数 

  

３．新株予約権等に関する事項 

 該当事項はありません。 

  

４．配当に関する事項 

 （1）配当金支払額 

  

  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

※   現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

※   現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係 

（平成20年12月31日現在） （平成21年12月31日現在）

  （百万円）

現金及び預金勘定 12,471

現金及び現金同等物 12,471

  （百万円）

現金及び預金勘定 12,566

現金及び現金同等物 12,566

（株主資本等関係）

普通株式 22,142千株 

普通株式 1,257千株 

  

  

（決議） 

株式の種類 
配当金の総額

（百万円） 

１株当たり

配当額 

（円） 

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成21年５月28日 

取締役会 
普通株式 898  43  平成21年３月31日  平成21年６月12日 利益剰余金 

平成21年11月５日 

取締役会 
普通株式 1,044  50   平成21年９月30日  平成21年11月27日 利益剰余金 
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 前第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日

至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

      当社グループは、「簡易食品容器関連事業」を主たる事業としており、全セグメントの売上高の合計及び

営業利益の金額の合計額に占める「簡易食品容器関連事業」の割合がいずれも90％を超えているため、事業

の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

 前第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日

至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 当社グループは、本邦以外の国又は地域に存在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありま

せん。 

 前第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日）並びに前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日

至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 海外売上高は連結売上高の10％未満でありますので、その記載を省略しております。 

   

 有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。 

  

対象物の種類が通貨及び金利であるデリバティブ取引は、事業の運営において重要なものではなく、かつ、取

引の契約額その他の金額に、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありません。 

   

該当事項はありません。 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

【所在地別セグメント情報】

【海外売上高】

（有価証券関係）

（デリバティブ取引関係）

（ストック・オプション等関係）
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１．１株当たり純資産額 

２．１株当たり四半期純利益金額等 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

 （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。 

  

該当事項はありません。 

（１株当たり情報）

当第３四半期連結会計期間末 
（平成21年12月31日） 

前連結会計年度末 
（平成21年３月31日） 

１株当たり純資産額 2,814.90円 １株当たり純資産額 2,594.40円

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 230.55円 １株当たり四半期純利益金額 298.77円

 なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  
前第３四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額            

四半期純利益（百万円）  4,829  6,239

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（百万円）  4,829  6,239

期中平均株式数（千株）  20,948  20,883

前第３四半期連結会計期間 
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間 
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額 119.91円 １株当たり四半期純利益金額 132.12円

 なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  
前第３四半期連結会計期間
（自 平成20年10月１日 
至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間
（自 平成21年10月１日 
至 平成21年12月31日） 

１株当たり四半期純利益金額            

四半期純利益（百万円）  2,504  2,759

普通株主に帰属しない金額（百万円）  －  －

普通株式に係る四半期純利益（百万円）  2,504  2,759

期中平均株式数（千株）  20,885  20,884

（重要な後発事象）
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 平成21年11月５日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。 

①  配当金の総額                 1,044百万円 

②  １株当たりの金額                 50円00銭 

③  支払請求の効力発生日及び支払開始日   平成21年11月27日 

 （注）平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。 

２【その他】
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 該当事項はありません。 

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成21年２月５日

株式会社エフピコ 

取締役会 御中 

監査法人トーマツ 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 世良 敏昭  印 

  
指定社員
業務執行社員   

公認会計士 髙木 政秋  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エフピ

コの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平成

20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エフピコ及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

 （注）1.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

        2.四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。  
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  独立監査人の四半期レビュー報告書   

平成22年２月８日

株式会社エフピコ 

取締役会 御中 

有限責任監査法人トーマツ 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 近藤 敏博  印 

  
指定有限責任社員
業務執行社員   公認会計士 髙木 政秋  印 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エフピ

コの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成

21年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連

結財務諸表に対する結論を表明することにある。 

 当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析

的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠

して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。 

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エフピコ及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状

態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期

間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

  

以 上 

 （注）1.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。 

        2.四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。  
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